













































Relationship between the Orientation of
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（3） 認 知 方 略　Norem15） が 開 発 し た Defensive 





外し、最終的には 3因子 11 項目（「悲観」5項目、「熟
考」4項目、「努力準備」2項目）を抽出した。本研究
では、3因子 11 項目にHosogoshi &  Kodama16）の判
別項目「過去の同じような試合では、だいたいちゃん









（4）失敗不安　松田他 20） が TSMI（Taikyo Sport 
Motivation Inventory）の適応範囲を高校生からトッ
プレベルのスポーツ選手までを含むものとして、再検





（Standard Deviation）の範囲で 3 群に分けた。2 群で
は直線的な関係性しかうかがい知ることができないた
め 3 群の設定とした。失敗不安の合計得点の範囲は 8
点から 32 点である。8 点から 16 点が「低水準」、17




















































































































第一因子 第二因子 第三因子 第四因子
・第一因子：積極的笑い（α＝.81）
２．笑いのツボにはまりやすいほうだ。 0.767 0.084 -0.063 -0.090
３．人の笑い話によく反応する。 0.744 -0.009 -0.007 0.058
５．相手が笑顔を向けてきたら，こちらも笑顔で返す。 0.547 0.033 0.160 0.074
17．周りが笑っていると，よく自分もつられて笑う。 0.485 0.331 0.097 -0.030
・第二因子：笑いへの欲求（α＝.83）
19．友人を励ますために笑わせようとする。 -0.033 0.842 0.075 0.081
16．ちょっと寂しそうな人がいると冗談を言って笑わせたくなる。 0.035 0.703 0.115 0.062
18．もっと笑いたいなと思うことがある。 0.218 0.557 0.030 -0.056
10．もっと人を笑わせたい。 0.051 0.413 0.075 0.329
・第三因子：愛想笑い（α＝.83）
11．よく愛想笑いをする。 -0.158 0.091 0.840 -0.116
９．たいしておかしくもない冗談に笑顔で返す。 0.111 -0.062 0.614 0.249
13．笑ってごまかすことがある。 0.097 0.112 0.613 -0.051
７．相手が冗談を言っているとわかれば笑ってみせる。 0.226 -0.104 0.512 0.299
４．おかくしくなくても笑うことができる。 0.316 -0.047 0.421 0.124
・第四因子：積極的笑わせ（α＝.78）
８．友だちを笑わせることがある。 -0.017 0.123 0.038 0.781
１．会話の中で，よく人を笑わせることがある。 0.014 0.136 -0.031 0.659




































積極的笑い 欲求としての笑い 愛想笑い 積極的笑わせ
失敗学習可能性大 16.1 15.1 18.7 7.2
失敗学習可能性中 14.6 14.1 16.8 6.7
失敗学習可能性小 13.6 12.2 16.4 6.3
























カテゴリー 独立変数／reference 推定値 F値 P値
学年 学年 0.685 0.408
性別 男性／女性 -1.58 9.422 0.002





中水準／高水準 -1.41 11.398 <0.001
低水準／高水準 -2.43 31.105 <0.001






























カテゴリー 独立変数／reference 推定値 F値 P値
学年 学年 0.521 0.470
性別 男性／女性 2.873 0.090
スポーツ種目 個人／集団スポーツ -0.91 4.808 0.028
準レギュラー／レギュラー 1.001 0.317
非レギュラー／レギュラー 0.710 0.399
中水準／低水準 0.88 5.371 0.020
高水準／低水準 3.554 0.060
中水準／高水準 -1.12 6.168 0.013
低水準／高水準 -3.16 45.292 <0.001






























カテゴリー 独立変数／reference 推定値 F値 P値
学年 学年 1.659 0.198
性別 男性／女性 0.550 0.458





中水準／高水準 -1.96 13.445 <0.001
低水準／高水準 -2.16 15.281 <0.001
無し／高水準 -3.19 11.538 <0.001





















































































表６　“積極的笑わせ” を従属変数とした重回帰分析の結果６ 「積極的笑わせ」を従属変数とした重回帰分析の結果 
 
カテゴリー 独立変数／reference 推定値 F値 P値
学年 学年 0.265 0.606
性別 男性／女性 0.064 0.801





中水準／高水準 -0.48 4.084 0.043
低水準／高水準 -1.01 16.819 <0.001
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